
 
 
 
 
 
                                         
 

「張力膜」で肌を全方位から包み込み、肌を引き締め、ハリ・弾力で満たす。 

エリクシールから進化した「トータル V クリーム」誕生。 

～2026年 9月 21日（月）発売～ 
 

スキンケア市場 19 年連続売上 No.1※1 のエイジング※2 ケアブランド「エリクシール」より、「エリクシール トー

タルＶ ファーミングクリーム ｃａ」【全 2 品 参考小売価格 9,700円～10,200 円（税込 10,670円～11,220 円）
＊】を 2026 年 9 月 21 日（月）に発売します。 

* 価格は参考小売価格です。（店舗によって異なる場合があります） 

 
 

◆エリクシールは、1983年の誕生以来、最新のコラーゲンサイエンスに着目してきたエイジングケア※2ブランド

です。 

◆クリーム市場売上 No.1※3のトータル V クリームが独自技術「張力ラッピングテクノロジー」を搭載して進化。 

◆「張力膜」で肌を全方位から包み込み、肌を引き締め、ハリ・弾力で満たす。 

◆進化したハリを支える独自成分「Vビルド CP EX※4」と濃密なハリで満たす「V ファーミング CP EX※5」配合。 

◆ゆるぎないハリのためのエリクシール独自成分「コラジェネシスⓇ
※6」配合。 

◆肌を引き上げてとめる手技「Vビルドメソッド EX」を開発。 

◆資生堂グループの 100年前から取り組んできたレフィル対応の集大成として、初の「ウルトラスリムレフィル」

を実現。プラスチック使用量を約 95%※7削減で、さらにサスティナブルに。 

 
 

※1 インテージ SRI・SRI+スキンケア市場 メインシリーズランキング 2007 年 1 月～2025 年 12 月 推計販売金額 

※2 エイジングケアとは年齢に応じたうるおいケアのこと 

※3 インテージ SRI+：基礎化粧品（スキンケア）クリーム市場 ブランドランキング （オールインワン・シワ改善除く）2025年 1 月‐2025 年 12 月 

推計販売金額 

※4 カニナバラ果実エキス、ローズマリーエキス、カンゾウエキス、アイリスエキス、キイチゴエキス、ワレモコウエキス、グリセリン(ハリ保湿) 

※5 ヤグルマギクエキス、オランダカラシエキス、海藻エキス、グリセリン(ハリ保湿) 

※6 シャクヤクエキス、バラエキス、ヒドロキシプロリン、ミシマサイコ根エキス、グリセリン（ハリ保湿） 

※7 本体容器重量比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

【商品一覧】                                                        全 2品 

商品名 分類 容量 参考小売価格 

エリクシール トータルＶ ファーミングクリーム ｃａ クリーム 50ｇ 
10,200円 

（税込 11,220円） 

エリクシール トータルＶ ファーミングクリーム ｃａ 

（つけかえ用） 
クリーム 50ｇ 

9,700円 

（税込 10,670円） 

※価格は参考小売価格です。（店舗によって異なる場合があります） 

 

 

 

 

 

 

エリクシール トータルＶ ファーミングクリーム ｃａ 

※お客さまからのお問い合わせは「エリクシールお客さま窓口 フリーダイヤル 0120-770-933」でお受けしています。 
※本内容は発表時点のものであり、最新の情報とは異なる場合がありますのでご留意ください。 

 

 

 

 

 

2026-8 

株式会社資生堂 

資生堂ジャパン株式会社  

 

 



 

 

発売背景 

資生堂社の調査※8によると、「ハリ・弾力や引き締め感のなさ」に対して日々のスキンケアでアプローチした

いと考えている方は 7割以上で、フェイスエクササイズや美顔器などで対策したいと考えている方より多いこと

が分かりました。そこでエリクシールは、先進の皮膚科学研究にもとづき、肌を引き締め、ハリと弾力で満たす

クリームを発売します。 
※8 当社調べ。40～69 歳 肌悩みとして「ハリ・弾力や引き締め感のなさ」を感じている女性（2024年 4 月実施）  

 

商品特長 

V クリームは、独自の「張力ラッピングテクノロジー」を搭載。進化したハリを与える独自成分「Vビルド CP 

EX＊1」と濃密なハリで満たす「V ファーミング CP EX*2」、ゆるぎないハリのためのエリクシール独自成分「コラジ

ェネシスⓇ
*3」を配合。「張力膜」で肌を全方位から包み込み、肌を引き締め、ハリ・弾力で満たします。さらに、進

化した、仕上げに肌を引き上げてとめる手技「Vビルドメソッド EX」も開発。 

 
*1 カニナバラ果実エキス、ローズマリーエキス、カンゾウエキス、アイリスエキス、キイチゴエキス、ワレモコウエキス、グリセリン(ハリ保湿) 

*2 ヤグルマギクエキス、オランダカラシエキス、海藻エキス、グリセリン(ハリ保湿) 

*3 シャクヤクエキス、バラエキス、ヒドロキシプロリン、ミシマサイコ根エキス、グリセリン（ハリ保湿） 

 
 

 

サステナビリティ 

資生堂グループが 100 年前から取り組んできたレフィル

対応の集大成とも言うべき初の「ウルトラスリムレフィル」を

実現。4000 以上の検証パターンから選択され極限までレフ

ィルを約 0.33mm まで薄くすることに成功。プラスチック使用

量を約 95％※7削減します。また、1 個ケースには FSC🄬 認

定紙を使用しました。 

 

プロモーションと販売チャネル 

販売チャネルは、ドラッグストア・GMS・化粧品専門店など約 20,000 店です。あわせて、資生堂公式 EC サ

イト「資生堂オンラインストア」などの EC サイトでも販売します。2026 年 9 月より、順次、TVCM、WEB プロモー

ションを展開します。 

 

「エリクシール」とは 

1983 年に誕生以来、常に最新のコラーゲン研究を重ね、確かな肌効果と心地よさを提供し続けてきたブラ

ンドです。肌で感じる小さな奇跡が、「つや玉」となり頬に美しく輝く。一歩前へ踏み出すあなたの味方になるよ

うに。今もこれからも、ともに歩んでいくエイジングケアブランドです。 



 

 

「つや玉」とは 

「つや玉」とは、ハリ・透明感・うるおいに満ちたすこやかで美しい肌のしるし。頬の高い位置に、みずみずし 

い光となってあらわれます。 

 

 

【商品概要】                  ※価格は参考小売価格です。（店舗によって異なる場合があります） 

商品名・容量・価格 商品特長 

エリクシール 

トータルＶ ファーミングクリーム ｃａ 

本体 50g 

＜クリーム＞ 

 

参考小売価格 

10,200円（税込 11,220円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エリクシール 

トータルＶ ファーミングクリーム ｃａ 

つけかえ用 50g 

＜クリーム＞ 

 

参考小売価格 

9,700円（税込 10,670円） 

 

 

 

 

○独自技術「張力ラッピングテクノロジー」搭載 

└張力膜で包み込み、ほおを持ち上げながら、全方位でなじませる

独自のマッサージに最適な処方技術 

 

〇エリクシール独自成分「コラジェネシスⓇ
*1」配合 

└エリクシールの研究成果から生まれたハリとうるおいを与える 

独自機能成分 

 

○独⾃成分「Vビルド CP EX*2」配合。 

〇独⾃成分「V ファーミング CP EX*3」配合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 シャクヤクエキス、バラエキス、ヒドロキシプロリン、ミシマサイコ根エキス、グリセリン

（ハリ保湿） 

*2 カニナバラ果実エキス、ローズマリーエキス、カンゾウエキス、アイリスエキス、キイチゴ

エキス、ワレモコウエキス、グリセリン(ハリ保湿) 

*3 ヤグルマギクエキス、オランダカラシエキス、海藻エキス、グリセリン(ハリ保湿) 

 

〇乾燥による小ジワを目立たなくする※1 

○リラックス感のある心地よいアクアフローラルの香りです。 

○アレルギーテスト済み（全てのかたにアレルギーが起きないという

わけではありません）。 

○約 5か月※2使用できます。 

 
※1 効能評価試験済み 

※2 使用方法に沿った使い方での目安 

 

＜使用法＞ 

●夜のお手入れの最後に、パール粒 1 コ分を目安にとり、顔全体に 

広げます。 

 

 

 

 

 

独自技術「張力ラッピングテクノロジー」 

「張力膜」で肌を全方位から包み込み 

肌を引き締め、ハリ・弾力で満たす 



 

 

 

肌を引き上げてとめる手技 ～約 1分の「Vビルドメソッド EX」～ 

 

 

① 頬をほうれい線が見えなくなるまで、大きく膨らませ、5 秒キープ

します。 

 

 

 

 

 

 

親指を中に入れて手を握り、指の面を使ってお手入れをします。 

 

 

 

 

 

 

➁ウの口をつくるように口をすぼめて、肌を押してから上に持ち上げ 

3 秒キープします。その時、あご先から耳の下・口角から耳の横ま

で、少しずつずらしながら 3 ヵ所ずつ持ち上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

➂イの口をつくるように口角を横に引き、肌を押してから上に持ち上

げ 3 秒キープします。その時、あご先から耳の下・口角から耳の横ま

で、少しずつずらしながら 3 ヶ所ずつ持ち上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④手のひら全体で、フェイスラインから目の下を通り、こめかみに向

かって肌を引き上げ、こめかみで 10秒キープします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■エリクシール ブランドサイト   https://www.shiseido.co.jp/elixir/ 

■エリクシール 公式 Instagram  https://www.instagram.com/elixir_official_shiseido/ 
■エリクシール 公式 X         https://x.com/elixir_TW 
 

https://www.shiseido.co.jp/elixir/
https://www.instagram.com/elixir_official_shiseido/
https://x.com/elixir_TW


 

 

参考資料 

 

資生堂、張力で包み込み、顔の形状を保つ「リングコラーゲン TM」を発見 
～皮膚が生み出す力を立体的に再現、「デジタルスキンリアリティ TM」を開発～ 

 

 
株式会社資生堂（以下、資生堂）は、国際医療福祉大学 医学部形成外科学 主任教授 松﨑恭一先生

と、自治医科大学、生理学研究所との共同研究により、顔の肌には、特徴的なリング状のコラーゲン構造

「リングコラーゲン TM」が存在し、これが肌に張力を生み出し、たるみの無い顔形状を維持することを発見し

ました。 

この知見を基に資生堂は、皮膚に適度な物理的刺激を加えることが、加齢で構造が乱れたリングコラーゲ

ン TM の構造と、たるみの改善に繋がることを明らかにしました。さらに、ローズヒップエキスと「べにばな」由来

エキスに、リングコラーゲン TMの構造を改善する可能性があることを見出しました。 

本研究では、世界に先駆けて皮膚に発生する力を可視化し、さらにそれを立体的に再現した「デジタルス

キンリアリティ TM」を開発しました。この新技術により、顔の形状を維持する張力の仕組みが明らかになりま

した。 

本研究の一部は、「第 32 回国際化粧品技術者会連盟（IFSCC）ロンドン大会（2022 年 9 月）」にて発表し、

トップ 10 に入賞。さらに同大会では基調講演も行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 リングコラーゲン TMが顔の形状を保持する機構 
（1. リングには収縮する力が発生し、2. このリング同士が引き合うことで張力が発生、3. 顔を包み込む力が生まれる） 

 

研究背景 

「重力」で皮膚が垂れ下がるたるみは、加齢とともに大きな悩みとなります。これまで資生堂は、たるみ研

究のパイオニアとして、たるみの定義や評価法等の研究基盤を確立し、たるんだ皮膚内部を可視化する技

術を開発するなど、重力で皮膚がたるむ原因を明らかにしてきました。今回、研究チームは、たるみのより

根源的な原因の解明に挑みました。 

若齢者の肌は、ピンと張っています。この皮膚を張る力、すなわち「張力」が加齢で失われると、皮膚はゆ

るみ、重力で垂れ下がることで、たるみに繋がります。つまり、たるみのより根源的な原因は、張力が加齢で

失われることにあると考え、研究を進めました。 

 

リングコラーゲン TMが肌に張力を生み出す 

張力に満ちた若齢者の顔の皮膚は、切り出されると速やかに収縮します（図 2）。そこで、実際に切り出さ

れた顔の皮膚が収縮する過程を、新たに開発した「デジタルスキンリアリティ TM」で解析したところ、皮膚を

収縮させる力は、皮膚内部の特定の部位で強く発生することが示されました(図 3)。また、この部位にはコラ

ーゲンがリング状に存在していました。さらに、実際の顔の中では、個々のリングが収縮して互いに引き合う



 

 

ことで、皮膚全体に張力が生み出され（図 1）、この張力が顔を包み込むことで、顔の形状が維持されること

が示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2 皮膚が収縮する過程を解析 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
図 3 皮膚が収縮する力を生み出すリング状のコラーゲン構造 

（左：顔の皮膚が収縮する際に、リング状の強い力が発生する部位が存在〈白丸〉。右：リング状の部位には、コラーゲンが存在〈赤丸〉。）  

 

加齢によるリングコラーゲン TMの構造変化とたるみ 

リングコラーゲン TM は、うぶ毛や皮脂腺を取り囲むプロテオグリカン（関節にも存在するクッション性の高

い物質）の周囲に存在することが確認されました。また、このプロテオグリカンが、加齢に伴い減少すること

で、リングコラーゲン TM の構造が乱れることも確認されました（図 4）。さらに、リングコラーゲン TM の状態が

悪化することで、張力が低下し、たるみに繋がることが示されました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
図 4 加齢に伴うリングコラーゲン TMの変化 

（顔の皮膚の水平断面像。若齢者で認められる明確なリングコラーゲン TM形状〈赤丸〉が、高齢者の皮膚では確認されなかった。） 

 

物理的な刺激と植物エキスがリングコラーゲン TM構造の改善に寄与 

 加齢で構造が乱れたリングコラーゲン TM を改善するために、培養した皮膚に様々な刺激を加えたところ、

皮膚に適度な物理的刺激（全方向へのストレッチ）を加えることで、リングコラーゲン TM の内部を満たすプロ

テオグリカンが増加することが確認されました(図 5)。さらに、この刺激が、リングコラーゲン TM の構造と、た

るみの改善に繋がることが示されました。また、ローズヒップエキスや「べにばな」由来エキスに、プロテオグ

リカンの遺伝子発現を促進する作用があることを見出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5 皮膚への物理的な刺激（全方向へのストレッチ）による、プロテオグリカンの増加 



 

 

 

張力の実態を解き明かした新技術「デジタルスキンリアリティ TM」 

今回、張力の実態を解き明かす鍵となったのが、AI を活用し皮膚に発生する力を可視化した新技術です。

皮膚内部に高密度の観察点を設定し、皮膚が収縮する際に、各点がどのように動いたかを追跡することで、

発生した力の解析を実現しました。 

さらに、裸眼立体視技術※と高速データ処理システムを組み合わせることで、解析結果を立体的に再現し、

目の前で動くデジタル皮膚として、空間上で解析することを可能としました（図 6）。これにより複雑な皮膚の

構造と、そこに発生する力を、直感的な操作で理解できるようになりました。 

皮膚の可視化の対象を、目に見えるもの（皮膚の 4 次元的な動き）から、目に見えないもの（皮膚に発生

する力）へ、そして可視化の場をモニター画面上から空間上へと拡張しました。 
※ 裸眼立体視技術とは、専用メガネなどの機器を装着することなく、立体的（3D）に映像を表示する技術。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 6 デジタルスキンリアリティ TM 

 

 
 
 

 
変形した皮膚に発生した力の強度を、色で表示。（観察者に見える状態を示したイメージ像）  

 

 

開発研究員 

 

 

 

 

 

 

株式会社資生堂 みらい開発研究所 

エグゼクティブフェロー（博士） 江連 智暢 

 

 

R＆D 戦略について 

資生堂は、イノベーションを加速させるためのアプローチとして R&D 理念「DYNAMIC HARMONY」のもと、 

「Skin Beauty Innovation：ブランドの価値向上」「Sustainability Innovation：循環型の価値づくり」「Future 

Beauty Innovation：新領域への挑戦」の 3 つの柱を立てています。また、オープンイノベーションを推進し、さ

まざまな外 部機関との研究アライアンスを通じて、新しい価値創造を進めています。資生堂の先進サイエ

ンスと世界トップ レベルの研究機関の知と技術の融合から創出された革新的な研究成果は、化粧品技術

に関する世界最大の権威ある研究発表会 IFSCC などグローバルにおいて学術的にも高く評価されていま

す。 

  

R&D 理念「DYNAMIC HARMONY」とは 

https://corp.shiseido.com/jp/rd/dynamicharmony 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://corp.shiseido.com/jp/rd/dynamicharmony


 

 

参考情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資生堂は四半世紀にわたりたるみ研究を牽引し、これまで確立されていなかったたるみの定義や評価法

等の研究基盤を構築してきました。また、ほうれい線やマリオネットライン、フェースラインの乱れなど、加齢

による顔の形状変化について、AI を活用して皮膚内部を「見える化」する先進的な解析手法を開発し、その

現象と要因を解明してきました。そして今回、世界に先駆け、これまで未解明だった皮膚内部の「張力」を解

析することで、たるみの根源的な要因を突き止めました。 

資生堂のたるみ研究は次世代へと進化し、「抗たるみサイエンス V」として生活者のエイジング悩みに応

える新価値創造を加速していきます。 

 

＜プレスリリース＞ 

・ 資生堂、世界で初めて顔の形状を支える肌構造を解明（2015 年） 

https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/archive/00000000001927/1927_w4y67_jp.pdf 

・ 資生堂、加齢に伴う真皮の空洞化が顔のたるみに繋がることを発見（2015 年) 

https://corp.shiseido.com/jp/releimg/2512-j.pdf?rt_pr=tr437 

・ 加齢に伴う真皮空洞化のメカニズムを解明（2016 年) 

https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/1958_c8k91_jp.pdf 

・ 資生堂、真皮の細胞が織りなす『線維芽細胞ネットワーク』を解明（2020 年) 

https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/2898_m8o89_jp.pdf 

・ 資生堂、皮膚の抗重力システム「ダイナミックベルト TM」を発見（2022 年） 

https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/3506_q6u56_jp.pdf 

・ たるみ改善の鍵・立毛筋の活性化に抗重力システム「ダイナミックベルト」に沿ったストレッチが有効（2023

年） 

https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/3621_j1z62_jp.pdf 

・ 資生堂、AI を活用した皮膚解析の新技術『デジタル 3D スキン TM』を開発(2020 年) 

https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/2897_n7c87_jp.pdf 

・ 資生堂、動きまで再現した電子皮膚 TM 「4D デジタルスキン TM」を開発（2021 年） 

https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/3257_q7r26_jp.pdf 

・ 資生堂、たるみの自己認識と実態の間に 8.1 歳のギャップが存在することを解明（2023 年） 
https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/3673_v3v67_jp.pdf 

山形県で生産される「もがみべにばな」 ヨーロッパ産のオーガニック「ローズヒップ」 
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https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/1958_c8k91_jp.pdf
https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/2898_m8o89_jp.pdf
https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/3506_q6u56_jp.pdf
https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/3621_j1z62_jp.pdf
https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/2897_n7c87_jp.pdf
https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/3257_q7r26_jp.pdf
https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/3673_v3v67_jp.pdf

